グループの仲間と協働で取り組み，自分の学びにつなげる－団体戦で取り組む「長距離走」の授業（第２学年）－ by 澤﨑, 弘英
１ 学びの構想
長距離を「個人」ではなく「集団」で学ぶことから
得られるものを考える
長距離走というとほとんどの子どもたちは「一人
で走るもの」というイメージを持っている。自分自
身との戦いであり「楽しい」というより「辛い」と
いう印象がどうしても強いようである。また，駅伝
のような団体で勝敗を競う競技であっても，結局は
個人の走りをつなげている形態であるため，走るこ
とを苦手としている子どもたちにとっては，走りの
差が一目で分かり，「自分のせいで負けた」といっ
た辛い経験をすることになってしまう。これではな
かなか長距離を走って得られる「爽快感」や「達成
感」といったことを全員が経験することは難しいよ
うに思う。
そこで，「一人で走る」のではなく「集団で走る」
といった視点で長距離走をデザインしてみることに
した。集団で走ることにより，一人一人の走りに注
目が集まることが少なく，全員が同じペースで走る
ため，より一体感を持ちながら取り組み，走り終え
たときに「達成感」や「爽快感」を得やすくなるの
ではないかと考えている。さらには，長距離走（市
民マラソン大会や健康保持のためのジョギング）に
取り組むときに必要な知識と技能を身につけ，生涯
スポーツとしての長距離につながっていくきっかけ
になることもめざし，単元を計画する。
「長距離走」学習のつながりを考える
３年間のカリキュラムの中で，継続的に「長距離
走」の単元を取り入れ，自己の目標達成と持久力の
維持や向上にむけて，仲間と協働で探究を進めてい
けるような授業をめざして取り組むことが大切にな
る。「長距離走」という単元を考えたときに３年間
のつながりを意識したカリキュラムをデザインする
ことで「楽しく楽に走る」から「自分で走りをデザ
インする」さらには，「自分に合った効率的なフォ
ームで走る」ことについて学びを広げられるような
「長距離走」の学びのつながりを考え今回の単元構
成をデザインすることにした。
２ 学びのストーリー
「パシュート型長距離」とは？ （第１時）
今回の単元では，「グループで長距離を走る」と
いう，これまでに経験したことのない方法での長距
離の単元であるために，子どもたちはこれからの学
習に対して戸惑いを見せつつも，新しいことに挑戦
してみたいという興味を示した。
第１時の前半では，これから学習を進める「パシ
ュート型長距離」のオリエンテーションを行い，詳
細を理解し実際に，室内で実践してみる。
（パシュート型長距離の主なルール）
１）５人班を作り，常に３人が固まって走る。３人
の距離は１０ｍ以上離れてはいけない。交代のタ
イミングは各班で設定し，その通りに走らなけ
ればいけない。
２）男子１５００ｍと女子１０００ｍの記録から２００ｍ毎の
ラップタイムをだし，その平均を各グループの
設定タイムとする。平均タイムよりどれだけタ
イムをあげられたかを得点化し，その得点を競
グループの仲間と協働で取り組み，自分の学びにつなげる
－団体戦で取り組む「長距離走」の授業（第２学年）－
Ⅰ－2 「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》としての実践」
「常時３人が固まって走る？」５人班を編成し，みんなで協力し
ながら，今まで経験したことのない長距離の授業に挑戦する。一人
一人のペース，走る距離，交代のタイミングなどを参考に，自分た
ちが設定した時間通りに長距離を走り切る方法を考え，実践するこ
とで，自己の体力やペースを意識して効率的に走り抜くことを探っ
ていく子どもたちの姿を追った。
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図１ パシュート型カード（設定タイム型）
グループの設定時間と走り方を考える様子
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出来上がった距離コマ表（１０００ｍバージョン）
う。（第３時より「設定タイムと実際のタイム
の誤差を得点化し，その得点を競う」に変更す
る。）
３）走る距離によって最低周回数（１０００ｍの場合は
１人グラウンド３周・２０００ｍの時は１人５周以
上）があり，必ず全員がその周回を走らないと
いけない。（走り方はグループで事前に考え
る。）
４）兄弟チームで協力してタイムの測定を行ったり，
ＶＴＲ撮影や走りのアドバイスを行ったりする。
ルールを理解した子どもたちは，早速配布された
学習カード（図１）を見て自分たちの設定タイムを
確認し，グループの仲間と自分たちの走りのプラン
を考え始める。
和毅：僕たちのグループは５９秒か。意外に遅いから楽に走れ
そうだな。
詩織：私は６７秒だから１０秒ちかくも速く走らないといけない
からつらいな。
美紀：そうそう。（うなずく）
良介：でも一度に走るんじゃないから大丈夫では。
長距離が苦手な子どもと得意な子どもと，それぞ
れの立場から意見が出され，速く走れる組合せと交
代の方法をグループの仲間と考え始めた。
和毅：美紀はタイム的に辛いから１周走って休むを繰り返す
方がいいと思うな。
良介：いや。一度休んでしまうとなかなか走れないからそれ
も辛いと思う。
美紀：私的には一度に走るのは無理だから，和毅の方法がい
いと思う。
良介：そうすると，詩織はどこかで絶対連続で走らないとい
けないよ。それでいい？
真由：和毅が詩織と美紀のペースを考えて走ってあげるのが
１番いいと思う。
詩織：和毅は速いから…
良介：大丈夫だって。１００ｍを３０秒でいいんだぞ。
詩織：そっか。だったらいけるかもね。
和毅たちのグループは，それぞれの平均タイムを
もとに話し合い，１０００ｍ距離コマ表を完成させた。
出来上がった表をもとに体育館内作られたトラッ
ク（１周８０ｍ）を実際に走り，交代のタイミングや
方法を確認し合った。ここでは，ペースを考えて走
るというより，「パシュート型長距離」の方法につ
いて子どもたちは学んでいった。
ランキング戦に挑戦しよう（第２～４時）
 スピード型のランキング戦
当初はグループの平均からどれだけ記録をあげら
れるかを競う方法で学習を進めた。第１回目の測定
会では，どのグループも得意な子どもが先頭になり，
後ろを見ながら走り，苦手な子が必死に後をついて
いくといった状況になった。
このような状況で行われた測定会では，走ること
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組み直された距離コマ表
だけで精一杯になりグループ内の関わりや，兄弟グ
ループ同士の関わりが薄れ，ひたすら走る「辛いだ
けの長距離」という悪い印象が強く残る結果になっ
た。和毅たちのグループの感想は以下のようであっ
た。
・まだもう少し走れるので，走る順番を変えてタイムを上げ
たい。（和毅）
・普通よりも全力で走るからとても大変。（良介）
・疲れました。疲れました…。（真由）
・つかれた。もう嫌。（詩織）
・私は１回しか走れなかったけどとても疲れた。（美紀）
どのグループの感想も得意な子は，もっと速く走
れるのに走れないことに不満を書き，苦手な子は，
もう走りたくないといったものがほとんどで，「達
成感」や「爽快感」といったことを体験するにはほ
ど遠い時間となった。この結果から，今後の授業の
進め方は，スピードを競うことから，設定した通り
に走り切ることを競うことへと変更することにした。
 設定タイム型のランキング戦
前時の反省からグループの平均をもとに自分たち
で目標タイムを設定し，時計を見ずに時間通りに走
り切ることを目標に変更した。最初はグループの平
均タイムを設定タイムとして測定会に臨んだ。どの
グループも学習カードに記載されている個人のラッ
プをもとに，誰の走りが１番平均に近いかを調べ，
その子のペースで走り続けようと試みた。
良介：僕のペースがとりあえず平均だからぼくか最初に走る
ようにすればいいんじゃ。
詩織：５９秒なら何とかなるかも知れない。
和毅：少し遅いけど…。
教師：和毅の役割をみんなで考えるといいかもね。
得意な子はグループのペースメーカーとして，遅
い子は少し大変だけど頑張れる速さで安心して取り
組んでいった。子どもたちは，走りながらラップを
数秒単位で調整し，一定のスピードを維持しながら
達成できる目標を探っていった。（最終的には８グ
ループ中７グループが設定を上げていった。）子ど
もたちの感想も肯定的なものが増えていった。
・設定ペース通りだが，合わせるのが難しかった。（和毅）
・いいペース。（良介）
・すごく楽（いつもが辛いから）でした。（真由）
・走り終わっても，まだ体力が残っていました。（詩織）
・とても疲れました。まわりを見る余裕があった（最初の測
定会では）ので良かった。（美紀）
設定タイム型に変更したことで苦手な子どもたち
も授業に安心して取り組みだした。
１時間に１０００ｍの測定が２回可能になり，２回目
では，走る順番や組合せを変更したり，苦手な子に
走りを見てアドバイスをしたりする余裕もみせるよ
うになった。
和毅：設定（５９秒→５７秒）変更したし，ずっとペースメーカ
ーをする人がいるとピタリ賞がとれるよ。
教師：１人６００ｍしか走れないからね。
良介：だったら設定タイムより速い和毅と真由がいいと思う。
余裕を持っていけるし。後は，美紀と詩織の走るタイ
ミングを考えよう。
詩織：美紀が１番辛いから美紀が最初に決めよう。
美紀：わたしは，最初に連続で走る方が楽だからそうさせて
もらっていい。
真由：だったら私が最初のペースメーカーになって走る。美
紀と詩織の３人でいくよ。
和毅：了解。最後はぼくが３周連続でいくよ。
良介：だったら最後１周は走れる３人でいって遅れを調整で
きるようにしよう。
グループの設定タイムをクリアし，少しずつタイ
ムを上げ始めた子どもたちは，さらに，その都度ど
のように走るかを話し合い，順番や速さを実践・修
正するようになった。この頃になると兄弟グループ
からの走り方や，走る速さについてのアドバイスを
しあう様子も見られた。
技能オリエンテーションで学んだことをグループの
走りに活かそう（第５時）
 グループの走りを分析しよう
この時間は，これまでのランキング戦のなかで撮
影したＶＴＲから幾つかのグループの走りを見て，
自分たちのグループの走りを振り返る作業を行うこ
とになった。まず，体育館の大型スクリーンに映し
出された幾つかのモデルの解説を教師から聞き，そ
れぞれのメリットとデメリットなどを学び，自分た
ちのグループではどの方法が１番適しているのかを
考える時間を持った。
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自分たちの走りを分析する様子
横３人型を試す様子
映像の内容
・３人の同調性（ピッチとストライドが一緒）のとれた走り
ができている班の映像
・走る時の３人の隊形（縦３人型・頂点三角形型・逆三角形
型・横３人型）が工夫されている班の映像
・入れ替わりの方法（手前から徐々にペースを合わせて入る）
が上手い班の映像
・待っているときの行動（座らず歩いて呼吸を整えて次に備
える）がしっかり考えられている班の映像
・走っている仲間へのアドバイスをしている映像
短い時間であったが子どもたちは真剣にＶＴＲを
見ていた。視聴後に教師は子どもたちに，これまで
の記録ボードや学習カードを見て，これまでの走り
を分析し，入れ替わりの方法や，走る時の隊形など
をグループ毎に考えるよう指示した。
和毅：３人の歩調がそろっていると走りがきれいに見えるね。
あのような走りをしたいね。
良介：確かに速い人とピッチとストライドをあわせると自然
に走りが良くなる。陸上でもまねるよ。
教師：まねすることでフォームもきれいになったりするよね。
でも，縦型はきれいだけど美紀や詩織は走っていてど
うだい？
美紀：縦型だと辛いし，歩幅が分からないから，わたしは一
緒に横で走ってもらいたい。
真由：詩織と美紀と走る時は横３人がいいよね。でも外側を
走ると中より速く走らないといけないよね。
和毅：とりあえず走ってみよう。
これまでの自分たちの走り方を振り返り，それぞ
れのグループが自分たちの走り方（交代の方法や走
る隊形）を考え始めた。
 考えた走りを試そう
授業の後半はグループ毎にいろいろなパターンの
試走と映像に記録をしたものを見て走り方を考えて
いく作業に入った。
これまでは何となく走っていたが，３人の隊形や，
メンバー交代を効率よく行う方法など走りをグルー
プで考え始めた。さらに，実践することで新しい課
題が見え，考え直し，自分たちの考えた方法がしっ
かり機能することを確かめる作業を繰り返した。
良介：速い３人が走る時は絶対縦３人型だね。あと，詩織と
美紀と真由の時は俺は三角形がいいと思う。
美紀：でも私は隣で走ってくれる人がいないと心配だし。安
心して走れるから横３人がいいと思うんだけど。
教師：だったら２つの方法を試してみたら？
和毅：そうしよう。撮影はおれがするから，良介と美紀と詩
織で走ってみよう。
真由：何で良介なの。
和毅：本人が体験してみるのが１番。
～走り終えて～
教師：どっちの方がよかった？
真由：見ていると横３人はカーブでは辛そう。私が外だよね。
直線の時は縦がよさそう。
良介：確かに横に並ぶと話しかけられるしいいかもね。
詩織：私は一人でいいから，カーブは三角形にしたら。
教師：隊形を変化させるか。面白そうだね。
和毅たちのグループも「縦３人型のパターンはい
つか？」「横３人はいつか？」などいろいろなこと
を相談して試走を繰り返して，走るメンバーによっ
て隊形の変化を行うことにした。
この頃になると，自分たちのグループの設定タイ
ムは決定していたので，どう走るかということが学
習の中心になっていた。走る時の隊形や入れ替わり
の方法，設定タイム通り走れているかをどのように
判断するかなど様々な要素を含みだしたので，子ど
もたちは実践と修正を繰り返し行っていった。どの
グループも，自分たちで１０００ｍや２０００ｍの走りを組
み立て，その通りに走る事に集中していった。
グループの走りを完成させよう （第６～７時）
最終の測定会に向けて，技能オリエンテーション
の時間にデザインした自分たちの走り方を実際に１０
００ｍで試してみる。
教師は，事前にそれぞれのグループの走り方を確
認し，グループでまだ悩んでいる部分については学
習カードにアドバイスとして事前に記しておくこと
にした。子どもたちは，教師のアドバイスをもとに
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測定の前に再度確認作業を行った。
この頃になると，１０００ｍの測定ではほとんどのグ
ループが誤差１０秒以内で走ることができるようにな
り，設定時間通りに走るグループも出始めた。
教師：本番は２０００ｍ一発勝負だからね。これまでをしっかり
踏まえて２０００ｍの走りを考えよう。
和毅：１０００ｍの２本目は少し遅いけど…。
良介：大丈夫。休憩を入れると足が動かなくなるから，本番
はこのペースでいいから後は…。
教師：何か問題でも？
良介：美紀の体調によって当日走る距離を調整しないと。
真由：２０００ｍの最低周回は５周だからいざとなったらわたし
と和毅が７周いくよ。
子どもたちは，これまでの学習をもとにグループ
の仲間の体力と体調などを考えて２０００ｍの走りのデ
ザインを完成させ，最後の測定会に臨むことになっ
た。（子どもたちが２０００ｍを走るのは最終測定会の
１回のみである。）
４０００ｍの団体戦に挑戦しよう （第８時）
兄弟チームで４０００ｍ（各グループが２０００ｍずつ走
る）を走り，兄弟チームでピタリ賞１００点を目指し
て最終記録会に臨んだ。
子どもたちは，これまでの走りから，自分たちの
グループが設定タイム通りに走るためには各周回で，
どの位置を走っているとよいかということ確認して
いた。そのため，時計は見ていないが「少し遅いよ。」
などといったアドバイスがあった。これには教師も
驚かされた。
最終測定会では，全てのグループが設定タイムと
の誤差を２０秒以内に収めて２０００ｍを走り切り，最終
ランキング戦を終えた。
個人記録測定会で自分の走りをみつめよう（第９時）
 自分の走りをデザインする
試走の１５００ｍ走では何も考えずにがむしゃらだっ
たが，これまでの学習から子どもたちは目標記録を
設定し，その達成に向けての走りを事前にデザイン
（ラップタイムや２００ｍ毎の自分の通過タイム等）し，
その通りに走ろうとするようになっていた。最終的
には３９名中３７名が記録を向上させる結果となった。
子どもたちは，チームでの目標の達成と個人の記録
の伸びという２つの「達成感」を獲て単元を終了す
ることとなった。
・一定にペースで走ることは難しいけど，ピタリだったとき
は嬉しい。（和毅）
・楽？（いつもが辛いから）だった。いつもの１０００ｍより頑
張れた。少しは走れるようになった。（詩織）
・いつもは見学だったけど，今回は走ろうという気持ちにな
った。わたしにも走れることがわかった。（美紀）
最後の感想の中で，当初は長距離に対して苦手意
識を持っていた詩織と美紀であったが，上記のよう
な感想を書き，長距離に対する考え方が多少変化す
るきっかけとなった。
 仲間の目標達成に向けたアドバイス
友達の設定タイムを知っているので「○秒速い
よ。」や，「この周回は○秒遅れているから頑張っ
て。」と，具体的な数字や設定タイムからアドバイ
スをする姿が見られた。また，同じグループの仲間
が記録ボードにタイムを記録し，走り終えた後に数
人でボードを囲んで，自分たちの走りはどうであっ
たのかを振り返る姿も見られた。
子どもたちは，自分の記録だけでなく，友達の走
りにも興味を持ち，「どこで記録を上回ったのか」，
「どこで１番タイムロスがあったのか」などを分析
するようになっていた。さらに自分の記録をあげる
ためにはどのような走りをデザインすることがよい
のかということを考えるようにもなった。
３ 省察
 長距離走の３年間の子どもの学びを考える
「ただ走る」から「走りを組み立てる」学習へ
今回の実践を行う中で，２つの不安要素「この方法
で長距離が得意な子どもたちの体力は高まらないの
ではないのか？」「１年生で学んだ自分のペースで
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走る学習がどのようにいかされていくのか？」があ
った。
しかし，単元の最後に行った個人の記録の測定会
では（二人を除く）子どもたちが，自分で決めた走
りを維持し，自己記録を向上させた。これは単に走
り込んだために記録が向上したとい単純な理由だけ
ではないと考える。なぜこのような結果になったの
かを子どもたちの様子と実際の記録ボードを元に考
えた。
本単元では，子どもたちは「走りを自分たちでデ
ザインする」ということをメインに学習に取り組ん
できた。グループの仲間と協働でデザイン通りに走
る方法を探り，実践を繰り返し「タイム」という結
果を残すことに成功した。子どもたちにとってはこ
のことが大きな自信になり，長距離を走る時の不安
を和らげる結果となったようである。安心すること
で，授業に集中して取り組み，毎時間，毎回の測定
を真剣に取り組んできた。当然真剣に取り組めば体
力も必要になってくるし，これまでの学習を振り返
りいかそうとするとも必要になってくる。このよう
に，目的意識をしっかり持った集団の中で学ぶこと
で，学習内容が個人のものとして一人一人の中にし
っかり定着がなされていたから，これまでの学びが
個人の中や子どもどうしでつながりあい，タイムと
いう結果として残っていったのではないかと考える。
学びのひろがりとつながりを考える
長距離走という単元は授業者にとっても受ける子
どもたちにとってもあまり好まれるものではない。
しかし，そこに確かな学びが加わると子どもたちは
その授業に浸ることが出来る。そうなるとたとえ長
距離であっても子どもたちは苦にならないと考える。
当初この単元では，集団で一定の距離を走るとい
うことは明らかにされていたが，グループのタイム
を上げることだけに注目が注がれてしまうような単
元デザインであったため，協働で何かをするという
学習が発生しづらい状況であった。子どもたちは授
業の中で学び合う必然性を実感できず，グループが
存在するだけで，「ただ走る」だけといった感覚で
あった。先にも記載したが子どもたちの感想の中に
も「辛くて嫌です。」といったものが多かったのも
このことが原因だと考えられ，深く反省をしている。
幸いにも今回は早い段階でデザインの再構成を行
うことができた。「子どもたちが授業の中でしっか
り学びを実感できるように」と簡単に口にしていた
が，実際は何を学んで欲しいのかということを教師
が整理仕切れていなかったことに気づかされた。
そこで，２３年度より３年間のカリキュラムの中で，
継続的に「長距離走」の単元を取り入れ，自己の目
標達成と持久力の維持や向上にむけて，仲間と協働
で探究を進めていけるような授業をめざして取り組
んできた過程を教師自身が振り返り，各学年でどの
ような学びが考えられるかをもう一度まとめる作業
を行った。
１年時には，走ることに抵抗がある子どもが多い
ため，速く走ることより，自分に合ったペースを発
見し，長距離を自分のペースで走るという学習を進
めてきた。「辛さ」「忍耐」といった長距離のイメー
ジから「楽しく・楽に走る長距離走」という明るい
イメージ持ち，子どもたちが運動習慣を形成しやす
くなるような授業を展開してきた。また，昨年度の
３年生では，「自分に合った効率的なフォーム」を
少人数のグループで追究を行い，自分の走りについ
てしっかり考え，実践することに取り組み，子ども
たちは「効率的に走るための方法」を学ぶことがで
きていたように思う。
そこで今回の単元では，「グループで走りをデザ
インする」ということが学習の中心になるように単
元の組み直しを行った。単元の後半では，子どもた
ちにグループの走りをデザインするということが意
識されていたので，グループでの学び合いが必然的
に行われるようになっていった。こうしたことは子
どもたちの学びを教師がしっかり観察し，学びに即
した単元を構成していくことから生まれてくるのだ
と実感することができた。
「長距離走」という単元を考えたときに３年間の
つながりを意識したカリキュラムをデザインするこ
とで「楽しく楽に走る」から「仲間と走りをデザイ
ンする」さらには，「自分に合った効率的なフォー
ムで走る」ことについて学びを広げられるような「長
距離走」の学びのつながりを意識した単元構成を考
えていくことの必要性を改めで実感している。
 学びをつなぐコミュニティの在り方を探る
対等な関係が学び合いを生む
体育において大切なことは教師からの一方的な教
え込みによる授業にならないことはもちろんである
が，グループの人間関係が対等であることも大切な
要因になってくると考える。
本単元でも，スピード型のランキング戦では，高
得点をめざしタイムを上げることだけに注目が注が
れ，長距離を得意とする子どもと苦手とする子ども
の能力差がはっきりしてしまい，グループの人間関
係が自然に序列化され，グループ内での学び合いを
見ることは出来なかった。
しかし，設定タイム型のランキング戦に変わると，
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グループの設定タイムという目標に向かってどう取
り組んでいくのかという共通の課題が生まれ，スピ
ード型のランキング戦と全く同じメンバー構成であ
ってもグループ内で話し合いや，協力する姿が見ら
れた。後半では，最終のランキング戦でより高得点
をあげるために兄弟グループ間でも声をかけ合う姿
が見られた。
体育の授業のように技能の習熟度や体力に大きな
違いがあっても，コミュニティの中の関係が序列化
されることなく，対等な関係であることを保証する
ことで一人一人の学びが確かなものになっていくの
ではないかと考える。
学びをつなぐための教師の役割を探る
本校では，「子どもの学びを大切にする」という
考え方で継続して研究が行われてきた。子どもたち
が主体的に学びを進め，教師はそれを見まもってい
るだけと考えられることがあるが，やはり教師が単
元に入る前にどのように単元をとらえ，さらに子ど
もたちの学びの実態を見取り，授業を構成して行く
かということが大切になる。
今回の単元では，当初の予定から大きく単元を変
更する場面があった。一度進めた単元構成を変更す
ることに大きな葛藤があった。
しかし，教師がえがく子どもの姿と実際の姿が大
きくかけ離れ，本単元で伝えたかった「仲間と走り
をデザインすることを通して長距離走のタイムの向
上と達成感を味わう」ということを学ぶことなく授
業で終わる恐れがあった。そのため，子どもたちが
安心して授業に取り組めるように学習の進め方を変
更することにした。結果として子どもたちの学びは
大きく変化し，本来のねらいに近い学習が展開され
ることになった。
教師は，常に子どもたちの学びを見取りながら，
こうなって欲しいという強い願いを持って単元を構
成し，時には指導や構成を見直すことの大切さを改
めて実感した。 （澤 弘英）
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